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主
に
人
間
の
営
み
に
起
因
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
（
二

酸
化
炭
素
）
の
増
加
は
、
地
表
気
温
の
上
昇
（
地
球
温

暖
化
）
を
も
た
ら
し
、　
年
後
に
は
約
６
℃
も
の
気
温
上

昇
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
水
不
足
や
食
料

生
産
の
減
少
な
ど
、
様
々
な
側
面
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
特
に
北
極
や
南
極
の
氷
が
解
け
て
起
こ
る

海
面
上
昇
は
、
人
類
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
、
森
林
は
地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
貯
蔵
す
る
働
き
が
あ
り
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、
森
林
は
、
樹
根
が
土
や
石
を
保
持

し
て
山
崩
れ
な
ど
の
発
生
を
抑
え
る
機
能
や
、
落
ち
葉

な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
る
土
壌
が
ス
ポ
ン
ジ
の
役
割
を

果
た
し
て
洪
水
や
渇
水
を
緩
和
す
る
機
能
、
森
林
が
作

り
出
す
香
り
の
成
分
「
フ
ィ
ト
ン
チ
ッ
ド
」
が
心
身
を

癒
す
保
健
・
休
養
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
香
り

の
成
分
は
、
自
律
神
経
の
安
定
や
肝
機
能
の
改
善
、
快

適
な
睡
眠
を
も
た
ら
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
森
林
の
持
つ
こ
の
よ
う
な
機
能
が
十
分
発

　　
福
井
県
は
、
県
土
の
約
　 

％
を
森
林
が
占
め
、
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
す
。
あ
ま
り
に
も
身
近
に
あ

る
た
め
、
つ
い
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
森
林
は
、

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
し
て
い
く
上
で
は
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
近
年
、
地

球
規
模
で
の
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害
の
頻
発
や
、

人
類
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
の
変
化
な
ど
が
問
題
視
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
、
森
林
の
持
つ
す
ぐ
れ
た

機
能
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
森
林
そ
の
も
の
が
元
気
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
適
正
な
管
理
と
施

業
（
山
の
手
入
れ
）
が
重
要
で
す
。
そ
れ
に
は
、
森
林

所
有
者
は
も
と
よ
り
、
森
林
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
私

た
ち
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
山
へ

入
り
、
元
気
な
森
林
へ
と
導
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
森
林
の
重
要
性
が
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

中
、
平
成
　
年
春
に
は
、
本
県
で
第
　
回
全
国
植
樹
祭

人間１人が呼吸により排出する
二酸化炭素は年間約320kg

自家用乗用車１台から排出する
二酸化炭素は年間約2,300kg

１世帯あたりの二酸化炭素
排出量は年間約6,500kg

資料：岐阜県収穫予想表

は
じ
め
に

二酸化炭素排出量と森林の二酸化炭素吸収量二酸化炭素排出量と森林の二酸化炭素吸収量二酸化炭素排出量と森林の二酸化炭素吸収量

森
林
の
機
能
と
恩
恵

第
　
回
全
国
植
樹
祭
を
契
機
に

CoCo2Co2
CoCo2Co2

CoCo2Co2

※森林による二酸化炭素の吸収量は、樹種や林齢等の条件により異なりますが、50年
　生のスギ（直径 26cm、樹高 22m）は、１本あたり約 190kg の炭素を貯蔵しています。
　よって、１本あたり１年間に平均して約 3.8kg（約 14kg の二酸化炭素）を吸収して
　いると計算しています。

生
存
率
（
％
）

日  数
0　　  5　　 1 0　　 1 5　　 2 0　　 2 5
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資料：伊藤 他　静岡大学農学部　報告（1987）

木製ゲージ
金属製ゲージ
コンクリート製ゲージ

が
作を

第第第第第第第第第

を作

豆知識豆知識豆知識 長生きできる木の空間

　マウスを使って実験した結果、金属やコンクリートの飼育

箱で生活したマウスに対し、木製の飼育箱で生活したマウス

の方が高い生存率であるという結果が出ています。
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平均燃費
10km/ リットル
年間走行距離 10,000km
排出燃費（ガソリン）
2.31kg（CO2）/ リットル

CoCo2Co2
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知
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知
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私
た
ち
の
身
近
に
あ
り
な
が
ら
も
、
な
か
な
か
「
ふ

れ
あ
う
」
機
会
が
少
な
い
森
や
山
で
す
が
、
ま
ず
は
森

林
に
ふ
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
大
切
で
す
。
そ
の
ひ

と
つ
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
の
が
、
今
年
５
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
発
刊
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
花
」
ブ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。
こ
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
県
内
各
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
木
・
名
花
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
さ
れ
て
い

※

１
　
地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
な
ど
と
の
「
ふ
れ
あ
い
」
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
森
の
小
道
。

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
い
た
だ
き
、
実
際
に
訪
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。（「
ふ
く
い
の
名
木
・
名
花
」
ブ
ッ

ク
は
、
図
書
館
、
公
民
館
の
ほ
か
、
福
井
県
の
全
国
植

樹
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
）

　
ま
た
、
地
域
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
な
ど
と
の
「
ふ

れ
あ
い
」
を
楽
し
み
な
が
ら
森
林
を
散
策
す
る
フ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ス
（※

１
）
コ
ー
ス
や
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
コ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
を
県
内
各
地
に
設
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の
誇
り
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
木
や
親
し
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
木
と
出
会
い
、
豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
自
然
を
再
認
識
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
こ
と
で
、
身
近
な
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
資
源
の
魅
力
や
森
林

の
癒
し
効
果
な
ど
を
体
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
自
然
の
恵
み
を
知
り
、
積
極
的
に
森
林
に
親
し
み
、

そ
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
。
そ
れ
が
、

元
気
な
森
づ
く
り
、
元
気
な
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
第

一
歩
で
す
。

　
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
機
能

を
持
続
的
に
発
揮
で
き
る
元
気
な
森
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
間
伐
（※

２
）
な
ど
を
通
じ
た
健
全
な
森
づ
く

※

２
　
込
み
合
っ
た
木
々
を
適
正
な
本
数
に
減
ら
す
（
伐
倒
）
作
業

　
戦
後
、
緑
豊
か
な
県
土
を
築
く
た
め
に
植
林
さ
れ
た

木
々
は
大
き
く
成
長
し
、
そ
の
多
く
が
間
伐
が
必
要
な

森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
間
伐
を
せ
ず
に
放

置
す
る
と
、
木
々
は
モ
ヤ
シ
の
よ
う
に
細
長
く
成
長
し

て
し
ま
い
、
積
雪
や

強
風
な
ど
の
影
響
で

折
れ
や
す
く
な
る
な

ど
、
元
気
な
森
を
維

持
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
県
で
は
造
林

事
業
な
ど
を
活
用
し
、

積
極
的
な
間
伐
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
間
伐
材
を
有
効
に
利
活
用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

積
極
的
に
間
伐
材
が
使
わ
れ
れ
ば
、
森
林
資
源
の
循
環

（
伐
採
↓
植
林
↓
保
育
の
サ
イ
ク
ル
）
が
図
ら
れ
、
林
業

の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
木
や
森
林
に
関

心
を
持
つ
人
が
増
え
、
そ
れ
が
森
林
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
発
化
に
つ
な
が
れ
ば
、

山
の
手
入
れ
が
進
み
ま
す
。

　
昔
か
ら
、
間
伐
材
は
身
近
な
生
活
資
源
と
し
て
薪
や

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

の
全
国
植
樹
祭
は
、
豊

か
な
国
土
の
基
盤
で
あ

る
森
林
・
緑
に
対
す
る

国
民
的
理
解
を
深
め
る

た
め
、
毎
年
春
季
に
天

皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と
開
催
さ
れ
る
行
事
で
、
本

県
で
は
、「
未
来
へ
つ
な
ご
う
　
元
気
な
森
　
元
気
な
ふ
る

さ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
手
植
え
を

は
じ
め
と
し
た
式
典
や
参
加
者
の
植
樹
、
森
林
散
策
な

ど
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
実
に
　

年
ぶ
り
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
こ
の
全
国
植
樹
祭
で
す

が
、
県
で
は
こ
れ
を
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、「
元
気
な

森
　
元
気
な
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
を
目
指
し
、
次
の
３

つ
の
県
民
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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長

成
長

、

【シンボルマーク】

【フットパスの散策】

【ふくいの名木・名花ブック】

【適正な管理と施業がされた元気な森】
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②
元
気
な
森
を
つ
く
る
運
動

《
積
極
的
な
間
伐
の
実
施
》

《
間
伐
材
の
利
活
用
》

活
用

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふふくくい 名の名木木 名花名花ブブック】ク】

①「
健
康
長
寿
ふ
く
い
」
の
自
然
を
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
る
運
動

く
り
の
推
進
や
、
伐
採
↓
植
林
↓
保
育
と
い
う
森
林
資

源
の
循
環
を
促
進
す
る
た
め
の
間
伐
材
の
利
活
用
な
ど

が
、
と
て
も
大
切
で
す
。

「
ふ
く
い
の
名
木
・

「
ふ
く
い
の
名
木
・
名
花
」



　
近
年
、
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
す
る
森
林
の
機
能
に
着

目
し
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
植
樹
活
動
な
ど

を
行
う
企
業
が
全
国
的
に
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
福
井
県
で
も
、
昨
年
　
月
に
、
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
北

陸
が
勝
山
市
平
泉
寺
町
に
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
　
本

を
植
栽
し
、「
ド
コ
モ
勝
山
平
泉
寺
の
森
」
を
造
成
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
こ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
に
よ
る
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
活
動
は
、
地
球
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暖
化
防
止
に
つ
な
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
だ
け
で
な
く
、
幅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
い
方
々
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
づ
く
り
が
サ
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
さ
れ
る
点
で
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
も
大
き
な
意
味
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
持
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
生
活
に
誇
り
を
持
て
る
街
並
み
や
景
観
を

つ
く
る
た
め
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
四
季
折
々
の
花
木
を

植
栽
し
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
花
と
緑
を
活
か
す
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
＆
フ
ラ
ワ
ー
大
作
戦
」
の

統
一
行
動
期
間
（
６
月
１
日
〜
８
日
、
９
月
７
日
〜
　
日
、

３
月
　
日
〜
　
日
）
に
あ
わ
せ
て
、
地
域
で
の
環
境
美

化
活
動
を
行
う
団
体
や
企
業
な
ど
へ
花
苗
の
無
償
提
供

を
行
っ
た
り
、
初
心
者
で
も
安
心
し
て
花
の
栽
培
や
花

壇
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
花
壇
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派

遣
し
た
り
と
、
積
極
的
に
花
と
緑
を
植
栽
す
る
地
域
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

　
私
た
ち
が
快
適
に
生
活
す
る
た
め
に
は
、
環
境
と
の

調
和
が
と
て
も
大
切
で
す
。
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

を
目
指
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組
み
が
世
界
規

模
で
進
む
中
、
森
林
の
存
在
は
さ
ら
に
注
目
さ
れ
、
そ

の
整
備
・
保
全
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　
私
た
ち
が
で
き
る
始
め
の
一
歩―

ま
ず
は
、
ふ
る
さ

と
の
森
林
に
親
し
み
、
理
解
を
深
め
、
守
り
育
て
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら
し

と
森
林
と
の
つ
な
が
り
を
見
つ
め
直
す
と
と
も
に
、
身

近
な
森
林
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
３
つ
の
県
民

運
動
を
で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
、
継
続
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重

ね
が
、
ふ
く
い
の
「
元
気
な
森
」、
そ
し
て
緑
に
あ
ふ
れ

る
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
」
づ
く
り
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。

炭
な
ど
に
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
木
は
、
加

工
す
る
こ
と
で
身
近
な

生
活
資
材
と
し
て
十
分

利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
ず
は
、
各
地

で
開
催
さ
れ
て
い
る
木

工
教
室
な
ど
を
通
じ
て

木
の
魅
力
を
実
感
し
、
木

を
身
近
に
感
じ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
県
と
し
て
は
、
今
後
も
更
な
る
「
企
業
の
森
づ
く
り
」

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

会場

アクセスしてね！！

【全国植樹祭HP】はこちら↓↓【【【【全全全全全全全全全国国国国国国国国国国植植植植樹祭HP】 ↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓↓らららららららららはこち

が
勝

市
平
泉
寺

ナ
や

を
植
栽
し
、「
ド
コ
モ
勝
山
平
泉
寺

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

htthttp：//60shokujusai.pref.fukui.jp///60shokujusai.pref.fukui.jp/http：//60shokujusai.pref.fukui.jp/

て加な分き地木て木てか
。

《
企
業
の
森
づ
く
り
》

③
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
く
る
運
動

お
わ
り
に

（
福
井
県
農
林
水
産
部  

県
産
材
活
用
課
）

【木工教室で木の魅力にふれる】

【ドコモ勝山平泉寺の森づくり】

【花と緑にあふれる地域づくり】
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大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校大野市立陽明中学校

越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク越前海土里の環境ネットワーク

　破壊されていく地球環境に目をむけ、

自分自身の生活スタイルを見直してい

くことは、現代社会における緊急課題

です。また、地球を愛し豊かな自然を

守り育てようとする心は、人間中心・自分中心の考えを捨て、他を思いやる

心の延長線上にあります。

　本校ではこのような理由から環境教育を重要な教育活動のテーマに据え、

『陽明の森プロジェクト』を立ち上げました。そのメイン事業として、去る

5月16日に『植樹in 六呂師』という行事を実施しました。全校生徒・教員そ

して保護者が、奥越農林総合事務所・大野市農林振興課・九頭竜森林組合・

ライオンズクラブの皆様のご協力のもと、南六呂師生産森林組合所有の山を

お借りして、１０００本のコナラの苗木を植樹しました。　

　　　　　　　　　　　　　急な斜面で鍬を持っての初めての植樹作業ということで、生徒たちもかなり苦

　　　　　　　　　　　　労しましたが、２本の苗木を自分の名前を書いた添木にしっかりとくくりつけ終

　　　　　　　　　　　　わるころには、大きな仕事をやり遂げた満足感で、多くの生徒が輝く笑顔を見せ

　　　　　　　　　　　　ていました。「やったあ。楽しかった。また来年もやりたい。」等の声もあり、こ

　　　　　　　　　　　　の行事は、３年計画で１.５ヘクタールの斜面に３０００本を植樹する予定です。

　　　　　　　　　　　　一人一人の願いを込めたコナラの木が大きく育ち、

　　　　　　　　　　　　緑の地球を守り続けてくれますように…。そして、

　　　　　　　　　　　　生徒の心にも「地球のために今自分ができること

　　　　　　　　　　　　にチャレンジしていこう！」という思いが高まり、

日々の生活の中で様々なエコ活動に取り組んでいってくれることを、さらに

はその輪が家庭に、地域にと広がっていくことを願っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （大野市立陽明中学校）

　　　　　　　　　　　　　私達の住む越前町は、山あり、海あり、里ありで豊かな自然環境に恵まれてい

　　　　　　　　　　　　ます。この町が、水がきれいで、おいしくて安全・安心な米、野菜、魚がとれる

　　　　　　　　　　　　住みよい町になって欲しいとの願いから、私たちは次の２つのことに取り組んで

　　　　　　　　　　　　います。

　　　　　　　　　　　　　１つ目は、台所から米のとぎ汁を流さないようにすること。

　　　　　　　　　　　　　２つ目は、生ごみのリサイクルとごみの減量。

　　　　　　　　　　　　　米のとぎ汁は、そのまま台所から下水に流せば

　　　　　　　　　　　　ヘドロとなり、川や海の汚染につながります。米

のとぎ汁ＥＭ（有用微生物群）発酵液をつくり、これを流しやトイレに流せ

　　　　　　　　　　　　ば汚れが落ち、下水管がきれいになります。プー

　　　　　　　　　　　　ルの清掃、家の掃除、池、犬小屋のにおい取り等

　　　　　　　　　　　　にも活用しています。

　　　　　　　　　　　　　次に、家庭から出る生ごみをボカシ（有用微生

　　　　　　　　　　　　物発酵資材）を使って発酵させ、良質な堆肥づくりをしています。生ごみ堆肥の

　　　　　　　　　　　　土づくりは、化学肥料や農薬を使用しないすばらしい野菜や花づくりができます。

　　　　　　　　　　　　このようにして採れた作物は、「おいしい」、「安心」と、みんな収穫が待ち遠しいと

　　　　　　　　　　　　はりきっています。また、こうして採れた野菜は、少しずつ学校給食に出せるよ

　　　　　　　　　　　　うになりました。生ごみを可燃ごみとして出す人も少なくなってきています。

　口コミで年々会員も増え、ＥＭによる環境研修会、先進地交流会、仲間同士の情報交換などを楽しく定期

的に行っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （越前海土里の環境ネットワーク会長　木下美恵子）

　

　

　

　

　

　

　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　

　　　　　　　　　　　　

す 。

をしています 生ごみ堆肥の

み 　 ど 　 りみ 　 ど 　 りみ 　 ど 　 りみ 　 ど 　 りみ 　 ど 　 りみ 　 ど 　 りみ 　 ど 　 り







み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う

55
平
成
20
年
7
月
（
年
４
回
）
通
巻
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編
集　

発
行
●
福
井
県
・
環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会   
福
井
市
大
手
３
｜
１
７
｜
１  　
０
７
７
６
｜
２
０
｜
０
３
０
１

第１問

第２問

第３問

前回解答前回解答前回解答

第１問  ② 約17センチメートル
第２問  ① 約20％
第３問  ① エアコンの設定温度を、
　　　　　　夏は低めに、冬は高めに
　　　　　設定する。

　今回は「森林資源」がテーマです。全問正解
めざしてチャレンジしてみてくださいね。御応募
お待ちしております！

福井県において、森林の占める割合は
県土の何パーセント程度でしょうか。
　　　① 約５５パーセント
　　　② 約６５パーセント
　　　③ 約７５パーセント

森林は、地球温暖化の原因となるある
物質を吸収・貯蔵する働きがあり、地
球温暖化防止に大きく貢献しています。
ある物質とは、次のうちどれでしょうか。
　　　① 二酸化硫黄
　　　② 二酸化炭素
　　　③ 一酸化炭素

多様な機能を持続的に発揮できる元気
な森林づくりに欠かせない作業の一つ
としてあげられるのは、次のうちどれ
でしょうか。
　　　① 討伐
　　　② 間伐
　　　③ 皆伐

★方　法／答えを官製ハガキに記入の上、郵便番号、
　　　　　住所、氏名、年齢、職業、性別および本紙
　　　　　の感想を書いて、当協議会まで郵送して
　　　　　ください。

★締切日／平成20年9月30日（当日消印有効）
　　　　　全問正解者の中から抽選で５名の方に、
　　　　　図書カードをお送りいたします。

［応募先］ 〒910-8580

③ 皆伐

法／答え答えを官を官製製ハガキガキ 記に記入の上上、郵

環境クイズ応募要領環境クイズ応募要領

福井県庁内  環境ふくい推進協議会

スリーアールスリーアール

～この機会に３Rについて考えましょう～～この機会に３Rについて考えましょう～～この機会に３Rについて考えましょう～

３Ｒ（スリーアール）とは、ごみを出さない

「リデュース」、使えるものは繰り返し使う

「リユース」、資源として再利用する「リサ

イクル」の３つの頭文字をとったもので、資

源を大切にするための行動を表しています。

【募集内容】
「食べ残しをしない」、「マイバッグを使う」、「ポイ

 捨てをしない」等ごみの減量化やリサイクルの促

 進に関するもの

【募集作品】

◎絵手紙部門（絵と文字の組み合わせ 文字数は31文字以内）

　　　　　　・大きさ：普通はがき、または同サイズ

　 　　　　　　　　　（15㎝×10㎝）の用紙

　　　　　　・製作方法：絵の具や色鉛筆など自由

　　　　　　※ 写真、パソコンでの作品は不可

◎標 語 部 門（川柳等も可、文字数は31文字以内）

　　　　　　・はがき、ＦＡＸ、電子メールによる

【表　　彰】

・最優秀賞  １点  賞状・副賞（１万円相当）

・優 秀 賞  １点  賞状・副賞（５千円相当）

・佳　　作  ３点  賞状・副賞（３千円相当）

※各部門の小学生の部、中学生・高校生の部、

　一般の部ごとに表彰します。

【応 募 先・

　問い合わせ先】

〒910-8580

福井県安全環境部廃棄物対策課  リサイクル推進室

☎：0776-20-0382　FAX：0776-20-0679

E-mail：haitai@pref.fukui.lg.jp

URL：http：//www.pref.fukui.lg.jp/doc/haitai/

【応募方法】

作品（絵手紙は作品の裏面）に、氏名（ふりがな）

・住所・電話番号、小学生・中学生・高校生は

学校名・学年、一般の方は年齢を明記の上、応

募してください。

【応募資格】 県内に在住または通勤・通学されている方

【応募締切】

編 集 後 記
　暑い日が続きますが、みなさん、冷房の効いた部屋にばかりいて、体調を
崩していらっしゃいませんか？
　夏こそ、今回のテーマである「森」へ足を運んでみてはいかがでしょう？
木々が日光を遮ってくれるため驚くほど涼しく、木の葉の揺れる音が、耳に
心地よく響きます。また、夏は森のかおりも一層濃くなります。ゆっくり深
呼吸すると体も心も浄化されるようですよ。

↓COOL BIZに関する情報はこちらから↓

http：//www.team-6.jp/cool2008/

９月８日 月（当日消印・送信有効）

福井県からのお知らせ福井県からのお知らせ福井県からのお知らせ福井県からのお知らせ福井県からのお知らせ

リーアールルリーアール

ゴミを減らしリサイクルを進めることゴミを減らしリサイクルを進めること

について、絵手紙、標語を募集します。について、絵手紙、標語を募集します。

ゴミを減らしリサイクルを進めること

について、絵手紙、標語を募集します。

環境クイズプレゼントの当選者発表は環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。発送をもってかえさせていただきます。環境クイズプレゼントの当選者発表は、発送をもってかえさせていただきます。
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